
魅力あふれる新しい大学へ
鳥取環境大学が公立大学としてスタート

特
　
集

魅
力
あ
る
大
学
へ

　

鳥
取
環
境
大
学
は
、
平
成
13
年
４
月

に
公
設
民
営
大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
は
、
受
験
生
及
び
入

学
者
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
本
市
は
鳥
取
県
と
連

携
し
て
、
平
成
22
年
10
月
に
鳥
取
環
境

大
学
改
革
推
進
室
を
新
た
に
設
置
。
教

育
内
容
の
改
革
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り

及
び
運
営
体
制
の
改
革
を
柱
と
す
る
総

合
的
な
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

若
者
定
住
で

　

公
立
大
学
法
人
化
に
伴
い
、
近
年
世

界
的
に
関
心
が
高
ま
る
環
境
分
野
へ
必

要
と
さ
れ
る
人
材
を
輩
出
す
べ
く
「
環

境
学
部
」
を
再
編
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
や
企
業
経
営
分
析

な
ど
に
長
け
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
育

成
に
重
点
を
お
く
「
経
営
学
部
」
を
山

陰
で
初
め
て
設
置
し
、
大
学
の
魅
力
が

さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
学
部
・
学
科
改
編
な
ど
に

よ
り
、「
鳥
取
環
境
大
学
」
が
魅
力
あ
ふ

れ
る
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
市
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
学

生
が
転
入
し
「
若
者
人
口
」
が
増
加
す 0
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本
市
は
、
若
者
定
住
の
促
進
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
、
そ
の
一
環
と
し
て

鳥
取
県
と
連
携
し
て
鳥
取
環
境
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
と
特
色
あ
る
教
育
内

容
の
実
現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
春
、
本
市
と
鳥
取
県
は
公
立
大
学
法
人
が
運
営
す
る
大
学
と
し
て
、

鳥
取
環
境
大
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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若者の夢がかなう
まちへ
　鳥取環境大学は、鳥取市

と鳥取県が設置し、公立大

学法人が運営する大学とし

て新たなスタートを切りま

した。新たな大学には、全

国から多くの学生が集まり、

本市を生活の拠点とし、若

者の新鮮な視点や発想を活かした様々な活動で、地

域を大いに盛り上げてくれるものと考えています。

　本市は、こうした若者の育成や定住をめざし、

まちづくりの基本計画に「若者の夢がかなうまち

プロジェクト」を掲げ、全庁的に取り組んでいます。

若者が地域で活躍できる環境づくりを進め、本市

での生活を通じ、地域への誇りや愛着を深めると

ともに、将来への夢や希望を持ち、未来に向かっ

て活躍していただきたい

と期待しています。

　そして、市民、県民か

ら支持される大学となる

よう、大学や地域と連携

し、さらなる魅力向上に

努めて参ります。

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

若
者
の
増
加
は
、
地
域
に
活
力
や
に

ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
、
若
者
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
画
な
ど
も
期
待
さ
れ
、
地

域
の
基
盤
と
な
る
「
鳥
取
力
」
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
う
し
た
「
鳥
取
環
境
大

学
」
の
公
立
大
学
法
人
化
の
好
機
を
生

か
し
て
、
地
元
出
身
の
学
生
か
ら
県
内

外
か
ら
転
入
し
た
学
生
ま
で
、
本
市
の

魅
力
を
感
じ
、
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
、
世
代
な
ど
を
超
え
た

様
々
な
仲
間
に
よ
る
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
、
情
報
の
共
有
や
発
信
な

ど
も
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
広

げ
る
た
め
の
留
学
機
会
の
拡
充
や
学
内

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
設
置
に
よ
る
資
格
取

得
、
さ
ら
に
は
実
践
力
強
化
の
た
め
の

実
学
教
育
の
充
実
な
ど
、
大
学
の
魅
力

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
学
ん
だ
多
く

の
学
生
が
、
大
学
生
活
を
通
じ
、
鳥
取

に
対
す
る
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
本
市
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
活
性
化

　

本
市
は
、
設
置
者
と
し
て
、
大
学
の

課題に挑戦する
大学へ
　鳥取環境大学は、2001年

に公設民営大学として設立

され、今日まで、環境マイ

ンドを持った1500余名の

人材を社会に送り出し、大

学の大きな使命である人材

育成に貢献して参りました。

11年を経過した今、鳥取市・鳥取県が設置する公

立大学法人として、環境保全と経済発展をバランス

よく考えられる人材を育成し、21世紀の人類の最

大の課題に挑戦する大学へと生まれ変わります。

　学部構成も１学部４学科から、環境学部・環境

学科と経営学部・経営学科の２学部２学科構成に

組織改編を行い、環境学と経営学を教育・研究の

両輪とし、これまで以上に地域への貢献を果たし

ていきます。また、持続可能な循環型社会の実現、

自立する地域社会の発展に責務を果

たすため、サステイナビリティ研究

所に加え、新たに「地域イノベーシ

ョン研究センター」を設け、社会に

役立つ研究に取り組み、その成果を

広く公表して参ります。

理事長兼学長 古
ふる

澤
さわ

　 巖
いわお

 

鳥取で、つながる。
世界を、つなげる。

鳥取市長 竹内　功 

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
真
に
市
民
、
県

民
に
支
持
さ
れ
る
大
学
と
な
る
よ
う
、

中
期
目
標
（
※
）

を
基
に
鳥
取
県
と
と
も

に
運
営
の
状
況
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

適
切
な
指
導
・
関
与
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
観
光
な
ど
を
ビ

ジ
ネ
ス
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
の
方
策
を
考
察
し
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
学
び
、
身
近
な
地
域
の
活
性
化
や

新
た
な
地
域
特
有
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
具
現

化
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

※
中
期
目
標
：
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ

き
、
公
立
大
学
法
人
が
６
年
間
に
達
成
す
べ
き

目
標
を
法
人
の
設
置
団
体
が
定
め
、
法
人
に
指

示
す
る
も
の
で
す
。

オープンキャンパスでの市長
特別講演（平成23年8月6日）
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